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米価暴落対策を求める緊急要請 

【要請の趣旨】

2014 年産米価の暴落が深刻です。すでにスーパーなどで売られている早場米は、昨年

産米より安い価格で売られています。消費者からも、「これほど安くては、農家は米生

産を続けられるのでしょうか」という心配の声さえ聞かれます。 

農家に払われる概算金(内金)水準は、昨年から 2,000～3,000 円も下落し、高くて 60

㎏ 12,000 円、低いものでは 7,000 円台、8,000 円台さえあります。これでは、政府の発

表している米生産費全国 60 ㎏あたり 15,957 円(2012 年)調査と比べても、生産費はま

かなえず、農家の労働報酬はおろか、肥料代や農機具代など物財費さえカバーしていな

い地域がほとんどです。これでは、国民の主食である米の生産を続けることは不可能で

す。特に、規模の大きい担い手農家は、経営所得安定対策における米の直接支払交付金

の半減もあって、その影響は甚大です。すでに、「耕作を引き受けている水田は返さざ

るを得ない」という農家もあらわれており、緊急に対策をとらなければ、来年以降の米

生産が心配です。このままでは農家の経営が立ちゆかなくなるだけでなく、地域経済に

も深刻な影響が心配されます。 

私たちは、国民に安全な食料が安定的に供給され続けるためには、政府が米の需給や

価格の安定に責任を持つべきだと考えるものですが、とりわけ下記のような緊急の対策

が必要です。以下の事項を速やかに実行されるよう、強く要請します。

【要請事項】

政府備蓄米を途上国への支援に充てたり、古い備蓄米は主食用外に処理して、政府

備蓄米の買い入れをすすめるなど、過剰米処理のための緊急対策をとること。
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